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最短経路問題において、ネットワーク内で定  

着される距離は定数である。しかし、現実には都  

市間を移動する進行速度や所要時間が時刻、日  

付、天候等により影響を受けるため、そのよう  

なことは実社会において極めて稀なことであり、  

ネットワーク中の各校に対してファジィな距離  

を与えることが妥当であると考える。また、距  

離的に最短な経路を選択しても、その経路上の  

枝が確実に存在するとも限らない。つまり、枝  

の存在可能性も併せて考慮する必要があり、こ  

のような要因は経路を通過する際の安全性、危  

険性、コスト等とも解釈できる。   

本研究においては、ネットワーク中の各校に  

対して、ファジィ理論で扱うエーRファジィ数を  

その距離とし、その存在可能性も与えておく。  

定式化につりては、「経路の距離がある値以下と  

なる」ようなファジィ目標を導入し、その可能  

性測度と経路の存在可能性との両面から2目的  

問題として最適化を試みる。  

堀J（諾）＝  

ただし、上はエ（0）＝1；上：【0，＋∞）→  

【0，1］なる減少関数とし、Rも同様の関数とす  

る。したがって、恥のメンバシップ関数はm五j  

において損点をとる単峰型となる0また、ガ壱J  
をカ盲J＝（m盲J，勒，β壱J）上月で表現すれば、カゎと  
ぅjた＝（m抽α舟βゴた）の拡張和島臥毎は   

動乱毎＝（m盲J＋mブん，叫＋α抽恥＋βjた）上月   

となる【2］0   

さらに、各校には存在可能性に対応する定数  

勒∈［0，1］が与えられているものとする。   

本定式化の最適化基準の1つは、始点から終  

点までのすべての経路のうち、その距離がある  

値A以下となる可能性がより大きいものを選択  

することである。そのために、次のようなファ  

ジィ目標Gを設定する。  

2 定式化   
G：「経路の距離はだいたいA以下である。」  

したがって、Gのメンバシップ関数は例えば  
対象とす．るネットワークをグラフG（Ⅳ，且）で  

表し、Ⅳ＝（1，2，‥・，几）はノード集合、且は枝  

集合でeiJ（宜，J∈Ⅳ，盲≠ブ）なるノード五，ブを結ぶ  

鱒により構成されるも‘のとする。ただし、ノー  

ド1は始点（出発点）、ノード乃はターミナル  

ノードとし、各校efJには距離恥が設定されて  

おり、これらは次のようなメンバシップ関数に  

より制限される正のん欄ファジィ数として定義  
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と考えることができる（図1参照）。  
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3 おわりに  

上記の問題の解法はDijkstraのアルゴリズ  

ム川を拡張、応用したものであるが、本研究の  

詳細と併せて発表会当日に説明する予定であ▲る。  
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図1 ファジィ目標Gのメンバシップ関数  

経路の距離は、その経路を構成する枝の距離に  

よって決定されるものとし、ファジィ距離の拡  

張和として定義する。   

2つ目の最適化基準は経路の存在可能性がよ  

り大きなものを選択することであるが、本研究  

においては経路を構成する各校間での最小存在  

可能性を、その経路の存在可能性とする。・   

このとき、ノード1からノード五への全ての経  

路により構成される集合を彗、その要素p（す  

なわち、ある経路で、これもまた一連の枝集合  

である‥p⊂且）に対する距離をカ（p）とし、次  

のよう◆な2目的問題を考え争o   

Ma裏血ze Ⅱ和）（G），m叫高）∈pα盲J   

Subjectto p∈凡・  

ここで、Ⅱヵ回（G）はファジィ目標Gに対する可  

能性測度であり、   

rIb（p）（G）＝S苫pmin（pb（p）（x），PG（x））  

と定義される。カ（p）のメンバシップ関数が単峰  

型であるので、Ⅱ軸）（G）は下の図2のように解  

釈できる。  

図2 ファジィ目標Gに対する可能性測度  
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